
2016年4月

 ●総会に向けた協議 

 ●日本保健師連絡協議会への参加 

理事会 (年3回程度の開催) 

ブロック支部長会・支部活動 

活動テーマ 

 『地域における保健師の保健活動に関する指針』を活用した保健師活動の可視化と質の

向上に向けた取り組み 

 

 1．実施主体：ブロック （運営会議メンバーと協力し実施する） 

 ２．内 容 

  ●ブロック研修会(7月～9月） 

   ①全国保健師長会活動方針の説明 

   ②研究報告 

    ③専門性の高い公衆衛生看護活動の強化につながる研修 

            ・ 地域に責任を持った活動の強化に関すること 

            ・ 統括的な役割を果たす保健師の配置の推進と役割の確立に関すること 

    ・各自治体の特性に応じた保健師活動指針の作成に関すること  

            ・ 保健師の現任教育の充実に向けた取り組みに関すること 

  ●その他 

 

● 地域包括ケアシステムの推進 

● 母子保健対策の推進 
● 健康づくり，生活習慣病対策の推進 

● 精神保健福祉対策の推進 

● 自殺対策の推進 

● 感染症対策の推進 

● 健康危機管理対策（災害保健）の強化 
●  難病対策の推進 

● 肝炎対策の推進 

● 生活困窮者対策の推進 

● 保健師の現任教育体制の充実強化 
 

 

活動テーマ 
 ”社会の課題に向き合う保健師活動の展開” 

 －保健・医療・福祉をつなぎ安心して健やかに暮らせるまちづくりの実現－ 

１ 専門性の高い公衆衛生看護活動の強化 

 ○地域に責任を持った活動を強化する。 

 ○統括的な役割を果たす保健師の配置を推進し、役割を確立する。 

 ○各自治体の特性に応じた保健師活動指針の作成を支援する。 

 ○保健師の現任教育の充実に向けた取り組みを推進する。 

２ ブロック、支部活動の強化 

 ○効果的な保健師活動や人材育成等の取り組みなど、情報交換・研修等を活発に行い、 

  自主的な活動を推進する。 

３ 中長期的な展望に立った被災地における保健師活動の可視化及び各自治体に 

  おける災害時対策の取り組みの促進 

 ○被災地の長期的な健康課題に対する保健師活動の実態を明らかにし、その活動をあら 

  ゆる機関を通じて発信する。 

 ○災害時における保健師活動マニュアルや体験記を活用した，各自治体の災害時対策の 

  取組を推進する。 

４ 会員数の拡大 
 ○リーダー的立場の保健師の入会を増やす。特に未加入市町村への働きかけを強化する。 

２８年度 国等の動向 ２８年度保健師長会活動方針（２７年度総会にて決定） 

 ●活動方針についての検討 

 ●日本保健師連絡協議会総会への参加 

拡大常任理事会 (年2回程度開催) 

 

●地域包括ケアシステム構築における保健所・

市町村保健師の保健活動に関する研究（平成

27・28年度事業） 

    

 

 

 

       

                年4回程度の開催 

地域における保健師の保健活動に関する検

討会報告書及び保健師活動指針の内容を

踏まえ、各部会でそれぞれの課題解決に向

けた調査等取組を行う。 

●都道府県部会 

  ・ 都道府県に関する国への要望について 

  会員の意見の取りまとめ 

  ・課題解決に向けた調査等の取組 

●市町村部会 

 ・市町村に関する国への要望について、 

  会員の意見のとりまとめ 

 ・市町村における会員の加入率の促進  

 ・課題解決に向けた調査等の取組 

●指定都市・政令市・中核市・特別区部会 

 ・政令市・指定都市・中核市・特別区部会 

      に関する国への要望について、会員の 

      意見のとりまとめ 

 ・課題解決に向けた調査等の取組 

常任理事会 (年2回程度開催) 

 ●総会にむけての準備・検討 

第３８回全国保健師長会代議員総会  奈良県（平成２８年１１月２６日） 

 
●災害後の保健活動における現状と課題 

●新任期保健師の成長に係る要員 

●県型保健所の保健師活動のあり方に関する研究 

～リーダー期保健師が実践する、ビジョンに基づく保健師活

動の展開を通じて～ 

●地区組織との協働による健康寿命の延伸への取り組みと

評価 

●住民と取組む校区別診断と健康づくりの展開事例に関す

る研究～地域住民と健康課題を共有する手法とその成果～ 

 

 ●保健師活動指針の推進に関する事業 

 ●地域保健総合推進事業への助言 

 ●全国保健師長会調査研究事業の選定 

 ●全国保健師長会調査研究への助言 

           月１回程度の開催 

 ●会の全体運営の調整 

 

 ●8ブロックとの共催による研修会の 

     実施 

 

 ●地域保健総合推進事業への参加  

 

 ●全国保健所長会との連携 

 

 ●全国保健師長研修の共催実施 

 

 ●日本保健師連絡協議会への参加 

 

 ●市町村保健師連絡協議会への参加 

 

 ●日本公衆衛生協会等関係団体への 

      協力 

 

活動内容 

   ●専門性の高い公衆衛生看護活動の強化につながる研修 

            ・ 地域に責任を持った活動の強化に関すること 

            ・ 統括的な役割を果たす保健師の配置の推進と役割の確立に関すること 

    ・各自治体の特性に応じた保健師活動指針の作成に関すること  

            ・ 保健師の現任教育の充実に向けた取り組みに関すること 

  ●その他 支部において検討及び情報交換を行う必要のあるテーマ 

●ホームページを最大限に活用した広報 

●公衆衛生情報の編集 

●全国保健師長会ニュースの発行 

ブロック 

平成２８度全国保健師長会活動体系図 

    １ 保健師活動の可視化及び質の向上への取り組み 

     ●地域における保健師の保健活動に関する指針を活用しながら保健師活動の充実強化 

      を図るため，活動の可視化に努めます。 

     ●都道府県部会・政令市部会・市町村部会各々の活動の充実を図ります。 

     ● ブロック研修会の充実を図ります。 

    ２ 情報発信の強化 

     ● ＨＰ等、師長会活動に関する情報発信の強化を進めます。 

    ３ 災害保健活動の推進 

     ●「災害マニュアル」や「体験記」を活用した、各自治体における災害時対策を推進します。 

     ●被災地の長期的な健康課題に対する保健師活動の実態を把握します。 

    ４ 市町村の会員拡大に向けた取り組み 

     ● 未加入自治体の加入促進を図ります。 

健やか親子特別委員会 

保健師活動指針推進特別委員会 

調査研究委員会 

都道府県部会 

市町村部会 

２８年度保健師長会地域保健総合推進事業 

２８年度保健師長会最重点活動目標 

 

 ● 厚生科学審議会地域保健健康増進 

    栄養部会 

 ● 健康日本２１推進全国連絡協議会 

 ● 児童虐待防止対策協議会 

 ● 保健師のキャリア形成検討委員会 

                         等  

運営会議 

各種委員会等への協力 

２８年度保健師長会調査研究 

支部 

広報委員会 

学会・学術に関する委員会 

 ●学会・学術集会に関する活動 

 ●国の検討会等への協力・助言 

 ●母子保健施策に関する情報提供 

健康日本２１に関する特別委員会 

 ●健康増進計画推進に関する情報提供 

  ●高齢者関係施策に関する情報提供 

全国保健師長会40周年記念事業特別委員会 

 ●全国保健師長会40周年記念事業に関する活動 


